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特別記事

本
田
耕
一
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

　
本
田
耕
一
君
が
博
士
（
法
学
）
学
位
を
請
求
す
る
た
め
に
提
出
し
た
論

文
は
『
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
仮
処
分
命
令
の
制
度
・
レ
フ
ェ
レ
　
　
一
般

規
定
・
八
O
八
条
の
要
件
の
内
容
　
　
』
で
あ
る
。

1
　
本
論
文
の
構
成

本
論
文
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

は
じ
め
に

　
一
　
レ
フ
ェ
レ
の
概
要

　
二
　
関
係
規
定

　
　
（
一
）
新
民
訴
法
典
（
一
九
七
五
年
制
定
・

　
　
（
二
）
旧
民
訴
法
典
（
一
八
〇
六
年
制
定
・

　
三
　
従
来
の
研
究

　
四
　
伝
統
的
発
令
要
件
の
特
色

　
五
　
本
研
究
の
目
的

　
　
当
初
の
解
釈

　
　
今
日
の
解
釈

本
論

序
章
　
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
規
定

　
一
　
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
規
定

一
九
七
六
年
施
行
）

一
八
〇
七
年
施
行
）
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二
　
一
般
的
な
理
解
と
批
判

　
　
（
一
）
　
八
O
八
条
に
つ
い
て
の
一
般
的
な
理
解

　
　
（
二
）
　
八
O
八
条
に
対
す
る
批
判

第
一
章
　
緊
急
性

　
一
　
緊
急
性
の
定
義

　
二
　
緊
急
性
の
態
様

　
三
　
緊
急
性
存
否
の
判
断

　
四
　
総
括

第
二
章
　
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
・
紛
争
の
存
在

　
第
一
節
生
成
過
程

　
　
　
　
（
旧
民
訴
法
典
八
〇
九
条
の
「
本
案
殿
損
の
禁
止
」
）

　
　
一
　
学
説

　
　
　
（
一
）
　
第
一
説

　
　
　
（
二
）
　
第
二
説

　
　
　
（
三
）
　
第
三
説

　
　
　
（
四
）
　
第
四
説

　
　
二
　
判
例

　
　
　
（
一
）
　
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
の
生
成

　
　
　
（
二
）
　
証
拠
保
全
と
本
案
段
損
の
禁
止

　
　
　
（
三
）
　
「
紛
争
の
存
在
」
の
要
件
の
生
成

　
　
三
　
旧
民
訴
法
典
下
で
の
展
開
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
［
乙
　
判
例
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
　
（
一
）
　
判
例
の
解
釈
に
お
け
る
本
案
殿
損
の
禁
止
の
意
味

　
　
　
（
二
）
　
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
・
紛
争
の
存
在

　
　
［
二
］
　
学
説
に
つ
い
て
の
考
察

　
　
　
（
一
）
　
第
三
説
の
考
察

　
　
　
（
二
）
　
第
四
説
の
考
察

　
　
　
（
三
）
　
第
三
説
と
第
四
説
と
の
比
較

　
　
n
三
］
　
実
体
関
係
判
断
の
禁
止

第
二
節
　
新
民
訴
法
典

　
第
一
款
　
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在

　
　
一
　
学
説

　
　
　
（
一
）
　
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
と
被
保
全
権
利
の
立
証

　
　
　
（
二
）
　
そ
れ
相
当
の
異
議
の
対
象
（
事
実
お
よ
び
法
律
の
解

　
　
　
釈
・
適
用
）

　
　
二
　
判
例

　
　
三
　
考
察

　
　
　
（
一
）
　
被
保
全
権
利
に
要
求
さ
れ
る
立
証
の
程
度

　
　
　
（
二
）
　
そ
れ
相
当
の
異
議
の
対
象
（
事
実
お
よ
び
法
律
の
解

　
　
　
釈
・
適
用
）

　
　
　
（
三
）
　
発
令
の
獲
得
困
難
性
・
裁
判
の
迅
速
性

　
　
　
（
四
）
　
実
体
関
係
の
判
断
禁
止

　
第
二
款
　
紛
争
の
存
在

　
　
一
　
学
説

　
　
二
　
判
例

　
　
三
　
考
察
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終
章
　
総
括

　
以
上
二
百
字
約
七
〇
〇
枚
の
論
文
で
あ
る
。

二
　
以
下
本
論
文
の
要
旨
を
紹
介
す
る
が
、
そ
の
紹
介
に
あ
た
り
、
は
じ

め
に
以
下
の
例
に
よ
る
こ
と
を
お
こ
と
わ
り
し
て
お
く
。

　
括
弧
内
に
引
用
す
る
頁
は
、
本
論
文
の
該
当
頁
を
示
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
典
（
一
八
〇
六
年
制
定
・
一
八
〇
七
年
施
行
）

を
旧
民
訴
法
典
と
略
称
す
る
。

　
フ
ラ
ン
ス
新
民
事
訴
訟
法
典
（
一
九
七
五
年
制
定
・
一
九
七
六
年
施

行
）
を
新
民
訴
法
典
と
略
称
す
る
。

　
大
審
裁
判
所
長
に
関
す
る
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
・
八
〇
九
条
と
そ
の

他
の
裁
判
所
長
等
に
関
す
る
規
定
と
は
同
一
文
言
な
の
で
（
小
審
裁
判
所

裁
判
官
に
つ
き
八
四
八
条
・
八
四
九
条
、
商
事
裁
判
所
長
に
つ
き
八
七
二

条
・
八
七
三
条
、
農
事
賃
貸
借
同
数
裁
判
所
長
に
つ
き
八
九
三
条
・
八
九

四
条
、
労
働
審
判
所
の
レ
フ
ェ
レ
体
冒
象
ヨ
象
一
8
身
み
寂
み
］
に
つ

き
労
働
法
典
R
－
五
一
六
－
三
〇
条
・
R
－
五
一
六
⊥
一
二
条
）
、
大
審
裁

判
所
長
の
規
定
を
示
す
こ
と
を
も
っ
て
、
そ
の
他
の
裁
判
所
長
等
の
規
定

を
も
示
す
も
の
と
す
る
。

　
な
お
、
関
係
規
定
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
新
民
訴
法
典
八
○
八
条

　
　
　
　
「
す
べ
て
の
緊
急
の
場
合
に
は
、
…
…
所
長
は
、
何
ら
そ
れ
相

　
　
　
　
当
の
異
議
（
8
三
霧
鼠
二
8
鴇
ユ
窪
器
）
が
存
し
な
い
、
ま

　
　
　
　
た
は
紛
争
の
存
在
が
正
当
化
す
る
す
べ
て
の
処
分
を
レ
フ
ェ
レ

H
　
　
の
手
続
に
よ
り
命
令
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項

　
　
「
所
長
は
、
切
迫
し
た
損
害
を
避
け
る
た
め
、
あ
る
い
は
明
ら

　
　
か
に
違
法
な
侵
害
を
や
め
さ
せ
る
た
め
、
必
要
な
保
全
的
な
処

　
　
分
（
ヨ
Φ
ω
霞
①
8
霧
①
署
象
9
お
）
ま
た
は
原
状
回
復
処
分
を
、

　
　
常
に
、
た
と
え
そ
れ
相
当
の
異
議
が
存
す
る
場
合
に
も
、
レ
フ

　
　
ェ
レ
の
手
続
に
よ
り
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項

　
　
「
債
務
の
存
在
に
つ
い
て
そ
れ
相
当
の
異
議
の
余
地
が
な
い

　
　
（
口
．
①
ω
け
℃
印
の
ω
9
窪
器
ヨ
㊦
巨
8
暮
8
鼠
亘
Φ
）
場
合
に
は
、

　
　
所
長
は
債
務
者
に
対
す
る
仮
払
い
を
許
可
し
、
あ
る
い
は
た
と

　
　
え
為
す
債
務
に
関
し
て
も
債
務
の
履
行
を
命
令
す
る
こ
と
が
で

　
　
き
る
。
」

新
民
訴
法
典
一
四
五
条

　
　
「
す
べ
て
の
訴
訟
に
先
だ
っ
て
、
紛
争
の
解
決
の
基
礎
と
な
る

　
　
で
あ
ろ
う
事
実
の
証
拠
を
保
全
し
証
明
を
行
な
う
正
当
な
理
由

　
　
が
存
す
る
場
合
に
は
、
法
律
に
認
め
ら
れ
る
証
拠
調
べ
は
、
す

　
　
べ
て
の
利
害
関
係
人
の
要
求
に
よ
り
、
申
請
に
基
づ
い
て
ま
た

　
　
は
レ
フ
ェ
レ
の
手
続
に
よ
り
こ
れ
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
」
。

本
論
文
の
内
容
と
そ
の
意
義

　
以
下
本
論
文
の
内
容
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
、
必
ず
し
も
目
次
の
順
序

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
述
べ
て
み
よ
う
。
目
次
の
順
序
に
と
ら
わ
れ
な

113



法学研究67巻6号（’94：6）

い
と
い
う
理
由
か
ら
、

こ
と
に
す
る
。

以
下
の
叙
述
に
本
論
文
の
頁
数
を
摘
示
し
て
お
く

一
　
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
要
件
を
め
ぐ
る
フ
ラ
ン
ス
で
の
論
議

　
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
要
件
を
め
ぐ
る
問
題
は
、
フ
ラ
ン
ス
に
お
い

て
、
最
近
の
フ
ラ
ン
ス
民
事
訴
訟
法
上
の
一
大
問
題
と
し
て
華
々
し
く
論

議
さ
れ
た
問
題
で
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
近
年
、
フ
ラ
ン
ス
旧
民
訴
法

典
（
一
八
〇
六
年
制
定
・
一
八
〇
七
年
施
行
）
か
ら
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法

典
（
一
九
七
五
年
制
定
・
一
九
七
六
年
施
行
）
へ
と
民
事
訴
訟
法
の
全
面

改
正
が
遂
げ
ら
れ
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
要
件
に
関
す
る
規
定
は
一

新
さ
れ
た
が
（
そ
の
規
定
は
、
上
記
の
と
お
り
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
き
五

頁
お
よ
び
三
頁
以
下
）
、
フ
ラ
ン
ス
新
民
訴
法
典
の
規
定
に
関
し
て
、
そ

の
改
正
当
初
の
数
年
間
に
行
わ
れ
た
判
例
お
よ
び
学
説
に
よ
る
解
釈
は
、

こ
の
十
数
年
の
活
発
な
論
議
を
通
し
て
、
今
日
の
姿
に
一
変
し
た
。

　
そ
の
解
釈
の
変
容
の
鳥
畷
図
は
、
当
初
の
解
釈
に
つ
き
本
論
文
一
三
頁
、

最
近
の
解
釈
に
つ
き
本
論
文
一
四
頁
に
示
さ
れ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
新

民
訴
法
典
制
定
当
初
の
解
釈
に
つ
い
て
言
え
ば
、
一
方
で
、
新
民
訴
法
典

八
○
八
条
の
「
緊
急
性
」
の
要
件
は
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項
・
新

民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
後
段
に
は
一
見
し
て
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て

い
な
い
が
、
判
例
お
よ
び
学
説
は
、
後
者
の
各
規
定
に
所
定
の
処
分
の
た

め
に
「
緊
急
性
」
の
要
件
を
必
要
と
解
し
、
ま
た
、
他
方
で
、
新
民
訴
法

典
八
O
八
条
前
段
に
所
定
の
「
そ
れ
相
当
の
異
議
（
8
暮
。
曾
呂
8
＄

幕
5
0
）
の
不
存
在
」
の
要
件
は
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
前
段
に

は
一
見
し
て
要
件
と
し
て
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
（
当
初
の
新
民
訴
法
典

八
〇
九
条
一
項
に
は
「
た
と
え
そ
れ
相
当
の
異
議
が
存
す
る
場
合
に
も
」

と
の
文
言
が
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
四
頁
注
一
〇
参
照
）
、
判
例
お
よ
び

学
説
は
、
後
者
の
各
規
定
に
所
定
の
処
分
の
た
め
に
は
「
そ
れ
相
当
の
異

議
の
不
存
在
」
の
要
件
が
必
要
で
あ
る
と
解
し
、
さ
ら
に
、
新
民
訴
法
典

一
四
五
条
に
つ
い
て
は
、
そ
の
条
文
に
は
一
見
し
て
新
民
訴
法
典
八
○
八

条
所
定
の
「
緊
急
性
」
お
よ
び
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
ま
た
は

「
紛
争
の
存
在
」
の
各
要
件
は
規
定
さ
れ
て
い
な
い
が
、
判
例
お
よ
び
学

説
は
前
者
の
規
定
に
所
定
の
処
分
の
た
め
に
は
、
後
者
の
規
定
に
所
定
の

要
件
を
必
要
で
あ
る
と
解
し
て
い
た
（
二
二
頁
の
図
表
参
照
）
。
こ
の
よ

う
な
態
度
は
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
は
す
べ
て
の
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の

た
め
の
要
件
規
定
で
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
・
八
〇
九
条
二
項
・

一
四
五
条
等
の
そ
の
他
の
規
定
は
、
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
に
基
づ
い
て

い
か
な
る
処
分
が
為
し
得
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
例
示
規
定
で
あ
る
と
の

理
解
を
前
提
と
し
て
い
た
と
も
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
当
初
の

学
説
お
よ
び
判
例
は
、
こ
の
よ
う
な
理
解
の
上
に
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九

条
一
項
・
同
八
〇
九
条
二
項
・
同
一
四
五
条
の
処
分
が
新
民
訴
法
典
八
○

八
条
前
段
ま
た
は
後
段
の
何
れ
の
要
件
に
服
す
る
か
の
振
り
分
け
を
し
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
こ
の
十
数
年
を
経
て
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九

条
一
項
前
段
・
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
後
段
・
新
民
訴
法
典
八
〇
九

条
二
項
・
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
に
所
定
の
各
処
分
の
た
め
に
は
、
新
民

訴
法
典
八
O
八
条
前
段
ま
た
後
段
の
要
件
は
不
要
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
に

至
り
、
今
日
、
新
民
訴
法
典
の
各
規
定
に
所
定
の
処
分
は
、
そ
れ
ぞ
れ
そ
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の
規
定
に
所
定
の
固
有
の
要
件
の
も
と
に
そ
の
処
分
を
為
し
得
る
と
解
さ

れ
る
に
至
っ
て
い
る
（
一
四
頁
の
図
表
参
照
）
。
こ
の
点
、
か
つ
て
は
、

レ
フ
ェ
レ
の
命
令
は
、
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
に
所
定
の
単
一
の
要
件
に

服
し
て
い
た
が
、
今
日
で
は
、
各
規
定
に
固
有
の
多
様
な
要
件
に
服
し
て

い
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
、
か
つ
て
は
、
新
民
訴
法
典
八
○
八
条

に
服
し
て
い
た
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
前
段
・
新
民
訴
法
典
八
〇
九

条
一
項
後
段
・
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項
・
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
は
、

今
日
で
は
、
そ
れ
か
ら
の
独
立
性
を
確
保
し
て
い
る
と
言
え
る
。

　
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
変
容
を
経
て
、
今
日
の
解
釈
は
、
一
部
に
お
い
て
、

立
法
的
に
も
裏
打
ち
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
新
民
訴
法
典

八
〇
九
条
一
項
に
「
た
と
え
そ
れ
相
当
の
異
議
が
存
す
る
場
合
に
も
」
と

の
文
言
が
一
九
八
七
年
お
よ
び
一
九
八
八
年
に
追
加
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ

と
は
、
少
な
く
と
も
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
所

定
の
処
分
が
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
前
段
の
要
件
に
服
す
る
こ
と
が
な

い
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
り
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
に
関
し

て
当
初
の
解
釈
の
否
定
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
（
四
頁
注
一
〇
参

照
）
。
こ
の
こ
と
は
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
に
つ
い
て
の
も
の
で

あ
る
が
、
そ
の
他
の
規
定
で
あ
る
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項
・
一
四
五

条
に
つ
い
て
も
、
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
と
の
関
係
に
お
け
る
独
立
性
を

認
め
る
今
日
の
判
例
お
よ
び
学
説
の
解
釈
の
方
向
自
体
を
裏
打
ち
す
る
も

の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
変
容
に
つ
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
ま
た
、
わ
が

国
で
も
、
従
来
、
要
件
論
の
体
系
を
網
羅
的
に
取
り
上
げ
た
研
究
は
見
る

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
変
容
の
姿
を
知
る
に
は
、
本
研
究

に
お
け
る
解
釈
の
変
容
に
つ
い
て
の
出
典
に
見
る
通
り
（
一
一
一
頁
以
下
・

な
お
出
典
の
頭
番
号
は
ご
二
頁
・
一
四
頁
の
表
の
頭
番
号
を
示
し
て
い

る
）
、
個
々
の
判
例
を
拾
い
集
め
、
ま
た
、
こ
れ
に
つ
い
て
い
わ
ば
散
発

的
に
示
さ
れ
た
学
説
の
態
度
を
分
析
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
こ
こ
に
、
本
報
告
書
は
、
本
研
究
が
、
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
で
の
レ
フ
ェ

レ
の
命
令
の
要
件
論
に
関
す
る
判
例
お
よ
び
学
説
の
状
況
を
明
ら
か
に
す

る
点
で
、
そ
の
研
究
の
出
発
点
に
お
い
て
、
一
定
の
成
果
を
も
た
ら
し
て

い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

二
　
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
の
発
令
要
件
（
伝
統
的
発
令
要
件
）
の
位
置

づ
け

　
1
　
前
述
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
今
日
の
解
釈
を
前
提
に
、
本
研
究
は
、

新
民
訴
法
典
八
○
八
条
を
一
般
規
定
と
解
し
て
い
る
（
一
二
頁
）
。
そ
の

理
由
に
つ
い
て
、
本
研
究
は
明
示
的
に
こ
れ
を
述
べ
て
い
な
い
。
し
か
し
、

終
章
で
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
と
そ
の
他
の
規
定
と
の
関
係
に
つ
い
て

触
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
推
論
す
れ
ば
（
一
〇
八
頁
以
下
参
照
）
、
そ

の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
結
果
と
な
ろ
う
。
規
定
相
互
の
関

係
に
つ
い
て
、
終
章
で
触
れ
ら
れ
て
い
る
本
研
究
の
認
識
は
次
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
第
一
に
、
当
初
に
お
い
て
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
前
段
と
密
接
な
関
係

を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
後
段
に
つ
い
て

見
れ
ば
（
二
二
頁
の
図
表
参
照
）
、
今
日
、
①
前
者
の
規
定
に
所
定
の
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「
緊
急
性
」
の
要
件
が
後
者
の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
処
分
の
た
め
に
は
不

要
と
解
さ
れ
、
か
つ
、
②
前
者
に
所
定
の
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存

在
」
の
要
件
は
後
者
に
所
定
の
違
法
性
の
「
明
か
」
で
あ
る
こ
と
の
要
件

の
た
め
に
は
不
要
で
あ
り
、
た
と
え
違
法
性
に
つ
い
て
そ
れ
相
当
の
異
議

が
存
在
し
て
も
違
法
性
が
明
か
な
場
合
が
あ
る
と
解
さ
れ
て
（
一
四
頁
の

図
表
参
照
）
、
今
日
で
は
条
文
上
も
そ
の
こ
と
が
明
文
化
さ
れ
る
に
至
り
、

ま
た
、
論
理
的
に
も
、
前
者
に
所
定
の
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」

の
要
件
が
後
者
に
所
定
の
違
法
性
の
「
明
か
」
で
あ
る
こ
と
の
要
件
に
比

較
し
て
厳
格
で
あ
る
こ
と
に
な
る
と
す
る
と
、
③
後
者
に
お
い
て
、
そ
の

他
の
加
重
さ
れ
た
要
件
が
存
在
し
な
い
以
上
、
次
の
よ
う
な
結
果
と
な
る
。

す
な
わ
ち
、
後
者
の
規
定
に
所
定
の
処
分
の
た
め
に
は
、
事
実
上
、
後
者

の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
要
件
の
ほ
う
が
緩
和
さ
れ
た
要
件
で
あ
る
か
ら
、

後
者
の
規
定
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
後
者
の
規
定
は
そ

の
所
定
の
処
分
の
た
め
の
特
別
規
定
と
見
得
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
と
の

関
係
で
は
、
前
者
の
規
定
は
一
般
規
定
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
結
果

と
な
る
。

　
第
二
に
、
当
初
に
お
い
て
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
前
段
と
密
接
な
関
係

を
も
つ
と
一
般
的
に
考
え
ら
れ
て
い
た
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
前
段

に
つ
い
て
見
れ
ば
　
（
＝
二
頁
の
図
表
参
照
）
、
①
前
者
の
規
定
に
所
定
の

「
緊
急
性
」
の
要
件
は
後
者
の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
損
害
の
　
「
切
迫
性
」

の
要
件
自
体
の
中
に
要
求
さ
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
②
前
者
に
所
定
の
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
に
つ
い

て
は
、
こ
れ
が
不
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
き
、
前
述
の
新
民
訴
法
典

八
〇
九
条
一
項
後
段
の
場
合
と
同
断
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
こ
で
、
②
の

点
で
前
者
に
比
較
し
て
後
者
の
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
以
上
、
後
者
の

規
定
に
定
め
ら
れ
た
処
分
に
つ
い
て
は
、
事
実
上
、
後
者
の
規
定
が
優
先

的
に
適
用
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
、
後
者
の
規
定
は
特
別
規
定
と
見
得
る
こ

と
と
な
り
、
前
者
は
一
般
規
定
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
結
果
と
な
る
。

　
第
三
に
、
当
初
に
お
い
て
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
前
段
と
密
接
な
関
係

を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項
に
つ
い
て
見
れ

ば
（
一
三
頁
の
図
表
参
照
）
、
①
前
者
の
規
定
に
所
定
の
「
緊
急
性
」
の

要
件
が
後
者
の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
処
分
の
た
め
に
不
要
と
解
さ
れ
、
②

前
者
に
所
定
の
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
は
後
者
に
明
文

を
も
っ
て
要
求
さ
れ
て
い
る
が
、
①
の
点
で
前
者
の
規
定
に
比
較
し
て
後

者
の
規
定
に
お
い
て
要
件
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
以
上
、
後
者
の
規
定
に
所

定
の
処
分
に
つ
い
て
は
、
事
実
上
、
後
者
の
規
定
が
優
先
的
に
適
用
さ
れ
、

し
た
が
っ
て
、
後
者
は
特
別
規
定
と
見
得
る
こ
と
と
な
り
、
前
者
は
一
般

規
定
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
結
果
と
な
る
。

　
第
四
に
、
当
初
に
お
い
て
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
前
段
な
い
し
後
段
と

密
接
な
関
係
を
も
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
た
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
に
つ
い

て
見
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
①
そ
も
そ
も
、
新
民
訴

法
典
一
四
五
条
の
処
分
は
、
ふ
る
く
は
旧
民
訴
法
典
八
〇
六
条
の
「
緊
急

性
」
の
要
件
（
二
四
頁
～
二
五
頁
お
よ
び
二
八
頁
以
下
）
と
旧
民
訴
法
典

八
〇
九
条
所
定
の
「
本
案
殿
損
の
禁
止
」
（
実
体
関
係
の
判
断
禁
止
）
の

原
則
の
制
限
（
五
六
頁
以
下
）
と
の
下
で
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
他

面
、
②
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
要
件
の
実
質
的
内
容
は
、
旧
民
訴
法
典
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八
〇
六
条
お
よ
び
旧
民
訴
法
典
八
〇
九
条
の
実
質
的
な
内
容
を
継
承
す
る

も
の
で
あ
る
と
い
う
の
が
フ
ラ
ン
ス
で
の
今
日
に
お
い
て
も
変
わ
ら
ぬ
理

解
で
あ
る
（
一
六
頁
）
。
そ
し
て
、
①
②
の
こ
と
か
ら
は
、
③
証
拠
保
全

処
分
は
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
に
基
づ
い
て
も
な
し
得
る
こ
と
が
推
知
さ

れ
る
。
そ
こ
で
、
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
は
証
拠
保
全
に
関
す
る
特
別
規

定
と
解
し
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
は
一
般
規
定
を
な
す
と
解
す
る
余
地

が
生
じ
る
。
と
り
わ
け
、
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
に
基
づ
く
証
拠
保
全
は

同
条
の
文
言
か
ら
訴
訟
前
の
証
拠
保
全
に
限
ら
れ
る
か
ら
、
訴
訟
係
属
中

の
証
拠
保
全
に
つ
い
て
は
、
一
般
規
定
た
る
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
に
基

づ
か
ざ
る
を
え
な
い
こ
と
に
も
な
ろ
う
（
二
五
頁
・
一
一
〇
頁
）
。

　
2
　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
本
研
究
は
、
前
段
に
示
し
た
第
一
・
第
二
・

第
三
の
点
と
の
関
係
に
お
い
て
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
要
件
は
、
新

民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
後
段
・
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
前
段
・
新

民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項
の
各
要
件
の
実
質
的
内
容
を
理
解
す
る
た
め
の

座
標
軸
た
る
役
割
を
示
し
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

第
四
の
点
に
お
い
て
、
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
と
の
関
係
を
理
解
す
る
た

め
に
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
要
件
の
実
質
的
な
内
容
を
知
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
こ
で
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
要

件
の
全
体
に
つ
い
て
の
内
容
を
知
る
た
め
に
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の

要
件
の
実
質
的
な
内
容
を
知
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
、
本
研
究

は
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
発
令
要
件
の
実
質
的
な
内
容
を
知
る
こ
と

を
試
み
て
い
る
（
一
一
頁
～
二
一
頁
）
。

三
　
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
要
件
に
つ
い
て
の
フ
ラ
ン
ス
に
お
け
る
一

般
的
な
理
解
と
わ
が
国
の
従
来
の
研
究

　
1
　
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
要
件
の
実
質
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
フ

ラ
ン
ス
で
は
、
そ
れ
が
旧
民
訴
法
典
八
〇
六
条
お
よ
び
旧
民
訴
法
典
八
〇

九
条
を
継
承
し
、
単
に
文
言
を
修
正
し
た
に
過
ぎ
ず
、
実
質
的
な
変
更
は

な
い
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
理
解
に
つ
き
異
論
を
見
な
い
（
一
六

頁
）
。
こ
の
点
で
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
発
令
要
件
は
、
旧
民
訴
法

典
八
〇
六
条
お
よ
び
旧
民
訴
法
典
八
〇
九
条
の
発
令
要
件
を
継
承
す
る
も

の
で
、
両
者
を
伝
統
的
な
発
令
要
件
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
し
か
し
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
規
定
に
関
し
て
は
、
そ
の
文
言
の

み
を
見
る
だ
け
で
は
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

か
を
想
起
で
き
な
い
。
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
こ
の
条
文
の
表
現
を
も
っ
て
そ

の
内
容
を
理
解
す
る
に
は
困
難
が
伴
う
と
批
判
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
容

を
知
る
た
め
に
は
、
旧
民
訴
法
典
の
規
定
の
下
で
の
状
況
を
知
る
こ
と
が

不
可
欠
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
一
七
頁
～
一
八
頁
）
。

　
2
　
と
こ
ろ
で
、
旧
民
訴
法
典
お
よ
び
新
民
訴
法
典
上
の
レ
フ
ェ
レ
に

つ
い
て
は
、
わ
が
国
に
も
既
に
貴
重
な
研
究
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
、
レ
フ

ェ
レ
は
、
ド
イ
ッ
の
立
法
に
影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
、
ド
イ
ッ
法
を
母

法
と
す
る
わ
が
国
の
立
法
に
も
間
接
的
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
言
わ
れ
て

お
り
、
わ
が
国
で
も
、
ふ
る
く
か
ら
少
な
か
ら
ず
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き

た
。　

し
か
し
、
こ
れ
ま
で
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
伝
統
的
な
発
令
要
件
に
関

し
て
は
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
は
ほ
と
ん
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ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
原
因
に
つ
き
、
本
研
究
は
、
レ
フ
ェ
レ
の
命

令
の
伝
統
的
発
令
要
件
が
も
つ
二
つ
の
特
徴
が
意
識
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た

こ
と
に
あ
る
と
し
て
い
る
（
六
頁
～
七
頁
）
。

　
そ
の
二
つ
の
特
徴
を
、
わ
が
国
の
民
事
保
全
法
上
の
仮
処
分
命
令
の
発

令
要
件
（
保
全
の
必
要
・
被
保
全
権
利
）
と
対
比
し
て
一
言
で
述
べ
れ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
に
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
要
件
は
、
緊
急

性
（
保
全
の
必
要
）
に
重
点
が
置
か
れ
、
い
わ
ば
、
被
保
全
権
利
に
は
重

心
が
置
か
れ
て
お
ら
ず
、
わ
が
国
の
そ
れ
と
は
逆
転
し
た
構
造
を
も
つ
こ

と
に
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
旧
民
訴
法
典
八
〇
六
条
お
よ
び
旧
民
訴
法
典

八
〇
九
条
の
規
定
な
い
し
は
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
の
規
定
の
形
式
か
ら

し
て
明
か
で
あ
り
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
は
「
す
べ
て
の
緊
急
の
場
合
」
に

発
令
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
質
的
に
見
て
も
、
と
り
わ

け
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
に
継
承
さ
れ
た
と
見
ら
れ
て
い
る
旧
民
訴
法

典
八
〇
九
条
の
本
案
畏
損
の
禁
止
の
原
則
は
、
本
案
訴
訟
で
判
断
さ
れ
る

べ
き
実
体
関
係
に
つ
き
こ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
の
意
味

で
解
さ
れ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
こ
と
だ
け
を

禁
じ
る
に
止
ま
る
か
ら
、
そ
の
余
の
こ
と
に
は
寛
容
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
、

実
体
関
係
を
判
断
し
さ
え
し
な
け
れ
ば
、
緊
急
な
場
合
に
い
か
な
る
処
分

を
な
す
こ
と
も
許
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令

が
発
令
さ
れ
る
事
象
は
あ
ら
ゆ
る
緊
急
の
場
合
に
及
ん
で
き
た
が
、
こ
れ

に
呼
応
し
て
、
わ
が
国
で
は
、
レ
フ
ェ
レ
が
い
か
な
る
事
象
を
対
象
と
す

る
か
に
関
心
が
も
た
れ
、
発
令
要
件
の
実
質
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
あ
ま

り
目
が
向
け
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
以
上
の
第
一
の
特
徴
に
つ
き
七
頁
～

九
頁
）
。
ま
た
・
第
二
に
、
「
緊
急
性
」
の
要
件
、
お
よ
び
、
「
そ
れ
相
当

の
異
議
の
不
存
在
」
・
「
紛
争
の
存
在
」
の
要
件
に
継
承
さ
れ
た
「
本
案
股

損
の
禁
止
」
の
原
則
は
、
な
さ
れ
る
処
分
に
応
じ
て
、
そ
の
機
能
す
る
側

面
を
微
妙
に
変
化
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

緊
急
性
の
要
件
に
つ
い
て
、
試
み
に
わ
が
国
の
仮
処
分
命
令
の
制
度
と
同

様
の
意
味
で
権
利
保
全
の
た
め
に
処
分
が
な
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
見
れ

ば
、
緊
急
性
は
「
保
全
の
必
要
」
と
同
様
の
内
容
を
も
つ
一
方
、
権
利
保

全
を
目
的
と
す
る
と
は
観
念
さ
れ
て
い
な
い
証
拠
保
全
の
よ
う
な
場
合
に

お
い
て
は
、
「
証
拠
滅
失
の
危
険
」
が
緊
急
の
場
合
に
あ
た
る
と
さ
れ
て

き
た
。
機
能
す
る
側
面
を
変
化
さ
せ
る
点
に
お
い
て
一
層
顕
著
で
あ
る
の

は
、
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
・
「
紛
争
の
存
在
」
に
継
承
さ
れ
た

「
本
案
殿
損
の
禁
止
」
の
原
則
に
お
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
は
レ
フ
ェ
レ
の

裁
判
官
に
実
体
関
係
の
判
断
を
禁
じ
る
趣
旨
と
解
さ
れ
た
が
、
た
と
え
ば
、

権
利
保
全
の
た
め
に
処
分
が
な
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
自
体
に

矛
盾
を
含
む
よ
う
な
次
の
機
能
を
果
た
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
本
案

股
損
の
禁
止
の
原
則
か
ら
、
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
は
、
実
体
関
係
の
判
断

を
な
す
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
実
体
関
係
の
判
断
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合

に
は
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
を
求
め
る
申
立
て
を
排
斥
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
か
ら
、
②
申
立
人
の
主
張
に
対
し
て
相
手

方
は
何
ら
か
の
主
張
を
な
し
さ
え
す
れ
ば
、
た
と
え
相
手
方
の
主
張
が
無

根
拠
な
場
合
に
も
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
を
回
避
で
き
る
結
果
に
な
り
、

レ
フ
ェ
レ
の
命
令
を
発
令
す
る
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
の
権
限
も
穀
損
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
を
避
け
る
た
め
に
、
③
レ
フ
ェ
レ
の
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裁
判
官
は
、
そ
の
権
限
行
使
の
可
否
と
い
う
自
ら
の
関
心
に
基
づ
い
て
、

相
手
方
の
主
張
が
全
く
無
根
拠
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
し
て
、
全
く
無
根

拠
な
場
合
に
は
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
を
発
令
で
き
る
。
し
か
し
、
か
く
し
て

発
令
さ
れ
た
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
は
、
相
手
方
の
主
張
に
根
拠
の
あ
る
余
地

が
な
い
も
の
と
し
て
発
令
さ
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
、
事
実
上
、
申
立

人
の
主
張
す
る
権
利
に
つ
き
極
め
て
高
度
の
立
証
を
要
求
す
る
の
と
同
視

で
き
る
結
果
を
生
ぜ
し
め
て
い
た
。
①
の
出
発
点
に
お
い
て
実
体
関
係
の

判
断
が
禁
じ
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
な
ぜ
④
の
到
達
点
に
お
い
て
、
事
実
上

は
極
め
て
高
度
に
立
証
さ
れ
た
権
利
に
基
づ
い
て
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
が
発

令
さ
れ
る
に
い
た
る
の
か
、
こ
の
こ
と
は
①
か
ら
④
に
至
る
論
理
の
経
過

が
理
解
さ
れ
な
い
以
上
、
矛
盾
し
た
内
容
と
し
て
幻
惑
さ
せ
る
も
の
で
あ

っ
た
と
言
え
る
（
以
上
の
第
二
の
特
徴
に
つ
き
九
頁
～
一
〇
頁
）
。

四
　
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
発
令
要
件
の
実
質
的
な
内
容

　
以
上
の
点
を
踏
ま
え
て
、
本
研
究
は
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
要
件

の
実
質
的
な
内
容
を
検
討
し
て
い
る
。

　
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
は
、
　
一
方
で
、
「
緊
急
性
」
と
「
そ
れ
相
当
の

異
議
の
不
存
在
」
を
要
件
と
し
て
、
他
方
で
、
「
緊
急
性
」
と
「
紛
争
の

存
在
」
と
を
要
件
と
し
て
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
が
発
令
さ
れ
る
こ
と
を
規
定

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
「
緊
急
性
」
の
要
件
は
、
旧
民
訴
法
典
八

〇
六
条
の
文
言
を
そ
の
ま
ま
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
・
「
紛
争
の
存
在
」
の
要
件
は
、

旧
民
訴
法
典
八
〇
九
条
の
「
本
案
殿
損
の
禁
止
」
の
規
定
お
よ
び
そ
の
下

で
の
判
例
を
学
理
的
に
分
析
し
て
文
言
を
代
え
て
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ

る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
す
べ
て
の
要
件
に
つ
き
実
質
的
な
内
容

に
は
変
更
が
な
い
と
一
般
的
に
理
解
さ
れ
て
い
る
点
に
異
論
を
見
な
い

（
一
六
頁
）
。
本
論
文
で
は
、
第
一
章
で
、
「
緊
急
性
」
の
要
件
に
つ
い
て
、

第
二
章
で
、
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
・
「
紛
争
の
存
在
」

の
要
件
に
つ
い
て
、
検
討
し
て
い
る
。

　
A
　
緊
急
性
の
要
件

　
1
　
第
一
章
で
は
（
一
九
頁
以
下
）
、
緊
急
性
の
要
件
に
つ
き
、
そ
の

実
質
的
内
容
を
検
討
す
る
に
際
し
て
、
伝
統
的
発
令
要
件
の
特
色
に
配
慮

し
て
、
本
研
究
は
、
「
緊
急
の
場
合
」
と
し
て
い
か
な
る
場
合
が
そ
れ
に

含
ま
れ
る
か
と
い
う
態
様
の
問
題
（
二
二
頁
～
二
五
頁
）
と
、
そ
の
態
様

に
お
け
る
緊
急
性
の
存
否
の
判
断
の
問
題
（
二
五
頁
～
三
〇
頁
）
を
分
け

て
、
各
態
様
に
お
け
る
緊
急
性
存
否
の
判
断
に
つ
き
検
討
し
て
い
る
。

　
緊
急
性
の
要
件
の
実
質
的
な
内
容
に
つ
き
、
本
研
究
の
結
論
を
示
せ
ば
、

次
の
よ
う
に
言
え
る
。
緊
急
性
の
態
様
の
問
題
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
こ

に
「
緊
急
の
場
合
」
に
は
、
わ
が
国
の
民
事
保
全
法
上
の
仮
処
分
命
令
が

発
令
さ
れ
る
事
象
と
共
通
の
事
象
と
し
て
被
保
全
権
利
を
観
念
す
る
こ
と

が
で
き
る
緊
急
の
場
合
の
態
様
に
加
え
て
、
わ
が
国
の
仮
処
分
命
令
の
制

度
と
は
異
な
る
事
象
と
し
て
被
保
全
権
利
を
観
念
で
き
な
い
緊
急
の
場
合

と
し
て
証
拠
保
全
の
よ
う
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
各
態
様

に
お
い
て
、
緊
急
性
存
否
の
判
断
が
ど
の
よ
う
に
な
さ
れ
る
か
に
つ
い
て

は
、
被
保
全
権
利
を
観
念
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
「
緊
急
性
」

は
「
保
全
の
必
要
」
と
ほ
ぼ
同
様
に
な
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
他
方
、
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被
保
全
権
利
を
観
念
で
き
な
い
場
合
と
し
て
証
拠
保
全
に
つ
い
て
は
、
従

来
、
緊
急
性
は
、
証
拠
滅
失
の
危
険
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
き
て
お
り
、

こ
の
点
、
わ
が
国
に
お
け
る
証
拠
保
全
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

　
2
　
従
来
、
緊
急
性
の
要
件
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
、
緊
急
性
の
定
義
が

引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
（
二
〇
頁
）
。
し
か
し
、
本
研
究
は
、
緊
急
性
の

定
義
は
、
緊
急
性
の
問
題
を
め
ぐ
り
局
面
を
異
に
す
る
複
数
の
問
題
が
帰

納
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
認
識
す
べ
き
と
し
、
ま
た
、
む
し
ろ
、
緊
急
性
に

つ
い
て
は
、
緊
急
の
場
合
の
態
様
の
問
題
と
緊
急
性
存
否
の
判
断
の
問
題

と
を
峻
別
し
て
別
個
に
考
察
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
二

〇
頁
～
二
二
頁
）
。
そ
の
よ
う
に
し
て
こ
そ
、
緊
急
性
の
要
件
を
め
ぐ
る

問
題
を
、
わ
が
国
の
制
度
と
の
比
較
の
た
め
の
共
通
の
基
盤
が
与
え
ら
れ

る
こ
と
に
な
る
と
い
え
よ
う
。

　
ま
た
、
と
り
わ
け
、
緊
急
性
の
在
否
の
判
断
に
つ
い
て
は
、
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
破
殿
院
判
例
で
、
緊
急
性
が
争
わ
れ
な
け
れ
ば
特
に
こ
れ
を
理
由

づ
け
る
必
要
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
た
め
、
ほ
と
ん
ど
の
裁
判
が
「
緊
急

性
に
鑑
み
（
＜
¢
一
、
仁
茜
自
8
）
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
い
か
な
る
事

情
か
ら
そ
の
判
断
を
導
い
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
裁
判
は
極
め
て
少

な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
二
六
頁
）
。
そ
こ
で
、
被
保
全
権
利
を

観
念
で
き
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
と
思
わ
れ
る
八

判
例
を
見
る
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
被
保
全
権
利
を
観
念
す
る
こ
と
の
で

き
な
い
証
拠
保
全
の
場
合
に
つ
き
六
判
例
を
示
す
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
前
述
の
破
殿
院
判
例
の
立
場
の
下
で
は
、
多
く
の
判
例
を
見
る

こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
も
言
え
よ
う
。
そ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
い
く
つ
か

の
判
例
を
も
と
に
、
本
研
究
の
前
述
の
結
論
の
よ
う
に
述
べ
る
こ
と
が
許

さ
れ
よ
う
。

　
B
　
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
・
紛
争
の
存
在

　
1
　
第
二
章
で
は
（
三
一
頁
以
下
）
、
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」

の
要
件
・
「
紛
争
の
存
在
」
の
要
件
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
要
件
は
、
旧
民
訴
法
典
八
〇
九
条
の
「
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
は
、
本
案

（
蜜
ぎ
o
昼
巴
）
に
い
か
な
る
殿
損
（
℃
み
冒
e
8
）
も
与
え
な
い
」
と
の

規
定
に
つ
き
、
判
例
が
そ
の
解
釈
と
し
て
生
成
し
た
要
件
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
し
て
、
ま
ず
、
第
一
節
で
は
（
三
二
頁
以
下
）
、
旧
民
訴
法
典
下
の

学
説
お
よ
び
判
例
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
節
で
は
（
七
四
頁

以
下
）
、
新
民
訴
法
典
制
定
後
、
法
典
上
の
文
言
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
お
よ
び
「
紛
争
の
存
在
」
の
要

件
に
関
し
て
、
新
民
訴
法
典
下
で
の
学
説
お
よ
び
判
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
。　

本
報
告
書
は
、
本
研
究
が
、
旧
民
訴
法
典
下
の
学
説
の
各
見
解
を
網
羅

的
に
紹
介
す
る
も
の
と
し
て
先
駆
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、

判
例
に
つ
い
て
も
、
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
に
関
す
る

一
八
O
O
年
代
末
葉
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
：
ス
た
る
破
殿
院
判
例
と
、
証

拠
保
全
に
関
す
る
判
例
、
「
紛
争
の
存
在
」
の
要
件
に
関
す
る
一
九
〇
〇

年
代
中
頃
の
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ケ
ー
ス
た
る
破
殿
院
判
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
が
、
と
り
わ
け
、
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
に
関
し
て

は
、
こ
れ
ま
で
直
接
に
こ
れ
が
問
題
と
な
る
ケ
ー
ス
は
わ
が
国
で
は
紹
介

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
点
に
お
い
て
、
本
研
究
は
意
味
を
も
つ
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も
の
と
考
え
る
。

　
こ
れ
ら
二
つ
の
要
件
に
関
し
て
は
、
本
研
究
の
結
論
を
一
言
で
表
現
す

る
と
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

　
2
　
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、

「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
と
は
、
債
権
者
の
主
張
す
る
権

利
に
対
し
て
債
務
者
が
異
議
を
提
起
す
る
場
合
に
、
そ
の
異
議
に
根
拠
の

あ
る
余
地
が
あ
る
と
き
に
は
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
を
発
令
す
る
こ
と
が
で

き
ず
、
そ
れ
に
根
拠
の
余
地
が
な
い
と
き
に
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
を
発
令

で
き
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
旧
民
訴
法
典
下
の
判
例
に
つ
き
五
一
頁
・

新
民
訴
法
典
下
の
学
説
に
つ
き
七
七
頁
・
新
民
訴
法
典
下
の
判
例
に
つ
き

八
二
頁
）
。
す
な
わ
ち
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
に
は
、
相
手
方
の
提

起
す
る
根
拠
の
あ
る
余
地
が
あ
る
異
議
が
不
存
在
で
あ
る
こ
と
を
要
す
る

と
の
趣
旨
を
示
す
要
件
で
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
要
件
が
生
成
さ
れ
た
か
に
つ

い
て
は
、
旧
民
訴
法
典
八
〇
九
条
の
「
本
案
殿
損
の
禁
止
」
を
レ
フ
ェ
レ

の
裁
判
官
は
実
体
関
係
な
い
し
実
体
的
権
利
を
判
断
し
て
は
な
ら
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
と
解
し
、
こ
れ
を
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
に
と
っ
て
の
管
轄

（
8
ヨ
冨
梓
9
8
）
の
制
限
と
解
す
る
旧
民
訴
法
典
下
の
第
三
説
の
理
解

が
背
景
と
な
っ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
（
第
三
説

に
つ
き
三
六
頁
～
四
四
頁
、
そ
の
考
察
に
つ
き
六
八
頁
～
七
一
頁
、
七
二

頁
～
七
四
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
学
説
の
立
場
は
、
旧
民
訴
法
典
八
〇
九

条
を
実
体
関
係
な
い
し
実
体
的
権
利
の
判
断
の
禁
止
と
解
す
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
う
で
あ
る
以
上
、
仮
に
債
権
者
の
権
利
に
対
し
て
債
務
者
が

実
体
関
係
上
の
異
議
を
提
起
し
て
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
に
実
体
関
係
上
の

判
断
を
余
儀
な
く
さ
せ
る
場
合
に
は
、
本
来
、
実
体
関
係
を
判
断
で
き
な

い
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
は
管
轄
な
し
と
し
て
申
立
て
を
排
斥
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
は
ず
で
あ
り
、
な
ぜ
、
こ
の
立
場
に
お
い
て
、
債
務
者
の
異
議

が
そ
れ
相
当
の
異
議
で
あ
る
か
否
か
を
判
断
し
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発

令
の
可
否
を
決
し
得
る
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
の
点
、
こ
の
学
説
は
、
次

の
よ
う
に
説
明
す
る
。
そ
れ
相
当
の
異
議
の
判
断
は
、
実
体
関
係
の
判
断

で
あ
る
。
し
か
し
、
債
務
者
が
無
根
拠
な
実
体
関
係
上
の
異
議
を
提
起
し

て
、
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
の
管
轄
を
逃
れ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
レ
フ
ェ

レ
の
裁
判
官
に
と
っ
て
は
管
轄
の
有
無
と
い
う
自
ら
の
権
限
行
使
に
関
す

る
問
題
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
、
自
ら
の
関
心
事
と
し
て
そ
の
異
議
が
レ

フ
ェ
レ
の
裁
判
官
の
権
限
の
行
使
を
逃
れ
る
た
め
の
無
根
拠
な
も
の
で
あ

る
か
を
判
断
す
る
責
務
が
あ
る
か
ら
と
い
う
の
が
、
そ
の
理
由
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
実
体
関
係
の
判
断
が
許
さ
れ
な
い
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
は
、

そ
れ
を
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
レ
フ
ェ
レ
の
裁
判
官
が
審

理
・
判
断
で
き
る
範
囲
は
、
自
ら
の
管
轄
の
有
無
と
の
関
係
で
、
債
務
者

の
主
張
に
根
拠
の
あ
る
余
地
が
あ
る
か
否
か
の
判
断
に
限
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
（
七
三
頁
～
七
四
頁
）
。
こ
こ
で
、
こ
の
要
件
に
用
い
ら
れ
る
「
そ
れ

相
当
の
異
議
（
8
三
。
馨
豊
8
ω
豊
①
島
①
）
」
の
概
念
は
、
従
来
、
わ
が

国
で
は
、
「
重
大
な
異
議
」
・
「
重
大
な
争
い
㌦
「
ま
と
も
な
争
い
」
と
邦

訳
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
実
質
的
な
内
容
は
、
根
拠
の
あ
る
異
議
で
あ
る

必
要
は
な
い
が
、
さ
り
と
て
無
根
拠
な
異
議
で
は
足
り
な
い
と
い
う
趣
旨

で
あ
っ
て
、
無
根
拠
と
は
言
え
な
い
異
議
な
い
し
根
拠
の
あ
る
余
地
が
あ

る
異
議
の
意
味
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
論
文
で
は
、
そ
の
冒
頭
で
、
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こ
れ
に
「
そ
れ
相
当
の
異
議
」
と
の
邦
訳
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
こ
と
が

断
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
実
質
に
着
目
し
た
邦
訳
と
言
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
要
件
の
下
で
は
、
債
務
者
が
、
債
権
者
の
主
張
す
る

権
利
に
対
し
て
無
根
拠
と
は
言
え
な
い
異
議
（
”
根
拠
の
あ
る
余
地
が
あ

る
異
議
）
さ
え
提
起
す
れ
ば
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
を
阻
止
で
き
る
こ
と
に

な
る
か
ら
、
結
局
、
債
権
者
と
し
て
は
、
債
務
者
が
異
議
を
提
起
す
れ
ば
、

そ
の
異
議
に
根
拠
の
あ
る
余
地
が
全
く
な
い
こ
と
に
向
け
て
の
立
証
を
目

指
さ
ね
ば
な
ら
ず
、
事
実
上
、
債
権
者
が
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
を
得
る
に

は
、
そ
の
主
張
す
る
権
利
に
つ
き
、
完
全
に
確
信
で
き
る
と
の
心
証
形
成

に
向
け
て
高
度
の
立
証
を
要
求
さ
れ
て
い
る
の
と
同
視
で
き
る
結
果
と
な

る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
新
民
訴
法
典
下
の
学
説
の
認
識
は
一
致
し

て
お
り
（
七
七
頁
～
八
一
頁
・
そ
の
考
察
に
つ
き
九
一
頁
～
九
二
頁
）
、

判
例
で
も
、
た
と
え
ば
、
債
権
者
の
権
利
の
存
在
の
根
拠
と
な
る
事
実
に

つ
い
て
、
「
文
言
に
不
明
瞭
の
な
い
」
文
書
、
「
明
解
な
文
言
が
あ
ら
ゆ
る

解
釈
を
排
し
て
い
る
」
文
書
、
執
行
吏
に
よ
る
確
認
（
8
口
筥
象
）
な
ど

が
あ
る
場
合
に
、
そ
の
事
実
に
関
し
て
債
務
者
が
異
議
を
提
起
し
て
も
、

そ
の
異
議
は
そ
れ
相
当
の
異
議
に
あ
た
ら
な
い
と
し
て
い
る
（
八
二
頁
～

九
一
頁
・
そ
の
考
察
に
つ
き
九
一
頁
～
九
二
頁
）
。
し
か
も
、
学
説
・
判

例
は
一
致
し
て
、
事
実
の
存
否
に
関
し
て
だ
け
で
な
く
、
法
規
の
解
釈
・

適
用
も
、
そ
れ
相
当
の
異
議
の
対
象
と
な
る
と
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、

法
規
の
解
釈
・
適
用
に
つ
い
て
も
、
論
議
の
余
地
の
な
い
こ
と
が
要
求
さ

れ
て
い
る
（
学
説
に
つ
き
八
一
頁
～
八
二
頁
・
判
例
に
つ
き
九
〇
頁
⑧
・

そ
の
考
察
に
つ
き
九
二
頁
～
九
三
頁
）
。
こ
の
よ
う
に
、
こ
の
要
件
の
下

で
は
、
事
実
上
、
債
権
者
に
は
そ
の
主
張
す
る
権
利
に
つ
き
高
度
の
立
証

が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
、
こ
の
要
件

の
下
で
は
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
に
よ
る
救
済
の
範
囲
は
相
当
に
狭

く
な
る
こ
と
に
な
る
（
九
二
頁
～
九
三
頁
）
。

　
ま
た
、
こ
の
要
件
の
下
で
は
、
債
務
者
の
提
起
し
た
異
議
に
根
拠
の
あ

る
余
地
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
や
否
や
、
そ
れ
が
根
拠
の
あ
る
も
の
で
は

な
く
と
も
、
そ
の
段
階
に
お
い
て
、
そ
れ
相
当
の
異
議
が
存
在
す
る
も
の

と
し
て
審
理
は
続
行
で
き
な
く
な
り
、
直
ち
に
、
申
立
て
は
排
斥
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
こ
の
意
味
で
、
手
続
の
迅
速
は
相
当
に
確
保
さ
れ
る
と
言

え
る
（
九
四
頁
）
。

　
3
　
「
紛
争
の
存
在
」
の
要
件
に
つ
い
て
述
べ
れ
ば
、
こ
の
要
件
は
、

前
述
の
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件
と
は
裏
腹
に
、
「
そ
れ

相
当
の
異
議
の
存
在
」
“
「
紛
争
の
存
在
」
が
、
こ
れ
に
よ
り
正
当
化
さ

れ
る
処
分
の
な
さ
れ
る
こ
と
を
許
す
と
い
う
内
容
の
も
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
新
民
訴
法
典
に
よ
っ
て
法
典
上
の
文
言
に
据
え
ら
れ
た
も
の
の
、
現

在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
学
説
で
は
あ
ま
り
詳
細
な
研
究
は
な
さ
れ
て
お
ら
ず

（
九
六
頁
～
一
〇
〇
頁
）
、
ま
た
、
新
民
訴
法
典
後
に
公
表
さ
れ
た
判
例
も

余
り
見
あ
た
ら
な
い
（
一
〇
一
頁
～
一
〇
五
頁
）
。
し
か
し
、
こ
の
要
件

の
下
で
は
、
多
少
と
も
紛
争
が
存
在
す
れ
ば
処
分
が
な
し
得
る
と
い
う
こ

と
で
は
な
く
、
学
説
で
は
、
む
し
ろ
こ
の
要
件
に
よ
る
場
合
の
限
定
化
が

問
題
と
な
る
と
さ
れ
て
い
る
（
九
五
頁
～
九
六
頁
）
。
そ
し
て
、
紛
争
の

存
在
が
要
件
と
さ
れ
る
が
、
な
さ
れ
る
処
分
は
そ
れ
に
よ
っ
て
正
当
化
さ

れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
。
学
説
及
び
判
例
に
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お
い
て
、
債
権
者
の
権
利
の
考
慮
が
捨
象
さ
れ
、
む
し
ろ
利
益
衡
量
の
観

点
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
特
徴
が
あ
る
（
学
説
に
つ
き
九
六
頁
以
下
・
判
例

に
つ
き
一
〇
一
頁
・
考
察
に
つ
き
一
〇
五
頁
）
。
こ
の
要
件
に
基
づ
く
処

分
と
し
て
、
学
説
で
ほ
ぼ
共
通
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
係
争
物

を
保
管
人
に
付
す
処
分
、
法
人
代
表
者
等
の
職
務
代
行
者
選
任
の
処
分
、

証
拠
保
全
等
で
あ
る
が
、
判
例
に
お
い
て
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
に
様
々
な
処

分
が
な
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
一
頁
～
一
〇
五
頁
）
。

五
　
他
の
規
定
に
定
め
ら
れ
た
要
件
の
内
容

　
本
研
究
は
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
の
要
件
の
内
容
を
前
述
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
と
し
た
上
で
、
そ
の
他
の
規
定
に
お
け
る
要
件
の
内
容
を
概

観
し
て
い
る
。
そ
の
結
論
だ
け
を
示
そ
う
。

　
1
　
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
後
段
は
、
明
ら
か
に
違
法
な
侵
害
を

や
め
さ
せ
る
処
分
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
が
、
今
日
、
そ
の
処
分
の
た

め
に
は
、
緊
急
性
の
要
件
は
不
要
と
解
さ
れ
る
に
至
っ
て
、
明
ら
か
に
違

法
な
侵
害
が
あ
れ
ば
、
い
わ
ば
、
保
全
の
必
要
が
な
く
と
も
、
レ
フ
ェ
レ

の
命
令
は
発
令
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
違
法
な
侵
害
そ
れ
自
体
の
存
在
に

お
い
て
、
す
で
に
保
全
の
必
要
は
充
足
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
言

え
よ
う
。

　
他
方
、
こ
こ
で
は
、
今
日
、
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
の
要
件

も
課
さ
れ
ず
、
た
と
え
、
そ
れ
相
当
の
異
議
が
存
在
し
て
も
、
明
ら
か
に

違
法
な
侵
害
が
存
在
す
る
限
り
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
は
発
令
さ
れ
る
。
そ

の
趣
旨
は
、
新
民
訴
法
典
八
O
八
条
前
段
の
場
合
と
は
異
な
っ
て
、
違
法

性
に
つ
い
て
そ
れ
相
当
の
異
議
（
無
根
拠
と
は
言
え
な
い
異
議
）
が
提
起

さ
れ
て
も
、
直
ち
に
申
立
て
は
排
斥
さ
れ
る
こ
と
が
な
く
、
な
お
実
体
関

係
に
立
ち
入
っ
た
審
理
を
な
す
こ
と
が
で
き
、
違
法
性
が
明
か
で
あ
る
限

り
に
お
い
て
は
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
が
発
令
さ
れ
る
と
の
趣
旨
で
あ
る
。

実
体
関
係
に
つ
い
て
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
審
理
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
伴
っ

て
、
そ
の
審
理
の
長
期
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
2
　
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
前
段
は
、
切
迫
し
た
損
害
に
関
す
る

も
の
で
、
未
だ
損
害
が
生
じ
て
い
な
い
場
合
を
想
定
し
て
い
る
点
で
、
前

述
の
同
後
段
と
の
差
異
が
あ
り
、
同
後
段
は
既
に
侵
害
が
生
じ
た
場
合
に

適
用
に
な
る
と
い
う
の
が
一
般
的
な
見
解
で
あ
る
。
判
例
は
、
そ
の
切
迫

し
た
損
害
に
も
、
明
か
な
違
法
性
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
、
同
後
段
と
同

一
の
処
理
を
行
っ
て
お
り
、
学
説
に
お
い
て
も
、
同
後
段
に
準
じ
て
扱
わ

れ
る
と
の
考
え
方
が
一
般
的
で
あ
る
。

　
3
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項
は
、
仮
払
い
及
び
仮
履
行
を
命
じ
る

レ
フ
ェ
レ
の
命
令
に
つ
い
て
の
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
こ
の
処
分
の
た
め

に
は
、
緊
急
性
は
不
要
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
要
件
と
し
て
、

「
債
務
の
存
在
に
つ
き
そ
れ
相
当
の
異
議
の
余
地
の
な
い
場
合
」
と
規
定

さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
の
要
件
に
ほ
か

な
ら
ず
、
そ
の
内
容
は
本
研
究
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。
そ
の
債
務
に
つ

い
て
は
、
高
度
の
立
証
を
要
す
る
と
言
え
る
。

　
今
日
、
こ
の
処
分
に
つ
き
緊
急
性
が
不
要
と
解
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、

権
利
存
在
が
明
瞭
で
あ
る
以
上
、
そ
の
権
利
の
実
現
が
妨
げ
ら
れ
て
い
る

状
況
は
、
既
に
緊
急
な
場
合
と
し
て
、
い
わ
ば
保
全
の
必
要
を
充
足
す
る
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場
合
で
あ
り
、
当
事
者
の
主
観
的
事
情
の
如
何
に
よ
ら
ず
に
、
そ
の
救
済

を
図
ろ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
。

　
4
　
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
は
証
拠
保
全
処
分
を
命
じ
る
レ
フ
ェ
レ
の

命
令
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。
今
日
、
こ
の
場
合
も
、
緊
急
性
の
要
件
、

す
な
わ
ち
、
証
拠
滅
失
の
危
険
が
不
要
と
解
さ
れ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
今
日
、
緊
急
性
は
、
同
条
所
定
の
「
正
当
な
理
由
」
の
一
つ
を
な

す
に
過
ぎ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
証
拠
保
全
は
、
単
に
証

拠
滅
失
の
危
険
が
な
く
と
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
言
え
る
。
し

か
し
、
こ
こ
に
「
正
当
な
理
由
」
が
い
か
な
る
も
の
ま
で
を
含
む
か
に
つ

い
て
は
、
未
だ
明
か
で
は
な
く
、
今
後
の
展
開
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
か
つ
て
、
こ
こ
に
、
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
の
要
件
が
必

要
と
さ
れ
る
と
の
見
解
や
、
紛
争
の
存
在
が
必
要
と
さ
れ
る
と
の
立
場
が

あ
っ
た
が
、
今
日
、
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
が
不
要
で
あ
る
こ
と
は

破
穀
院
判
例
で
確
認
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
や
、
紛
争
の
存
在
が
必
要
で
あ

る
と
も
思
わ
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
で
、
訴
訟
係
属
前
の
証
拠
保
全
に
つ
い
て
は
、
同
条
に
基
づ
い

て
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
文
言
上
、
訴
訟
係
属
中
の
証
拠
保
全
は
こ

れ
に
よ
っ
て
は
求
め
得
な
い
。
従
っ
て
、
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
に
よ
り
、

お
そ
ら
く
は
、
同
後
段
に
よ
り
求
め
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

皿
　
評
価

　
1
　
本
研
究
は
、
レ
フ
ェ
レ
に
関
す
る
従
来
の
我
が
国
の
研
究
の
も
つ

問
題
点
を
、
同
制
度
を
よ
り
詳
細
且
つ
総
合
的
に
研
究
す
る
こ
と
に
よ
り

補
完
・
修
正
す
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
た
め
に
は
、
そ

の
出
発
点
に
お
い
て
、
従
来
の
我
が
国
の
研
究
が
か
か
え
る
問
題
点
を
明

確
に
指
摘
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
我
が
国
の
従
来
の
レ

フ
ェ
レ
研
究
の
文
献
を
精
査
し
た
読
者
に
は
、
本
研
究
の
成
果
と
比
較
し

て
、
右
の
問
題
点
を
十
分
に
認
識
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
し
、
本
研
究

の
も
つ
意
味
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右

の
問
題
点
を
明
確
に
指
摘
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
研
究
の
問
題
意
識
な

い
し
出
発
点
は
よ
り
一
層
明
確
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
点
の
記
述
が

欠
落
し
て
い
る
こ
と
が
惜
し
ま
れ
る
。

　
2
　
本
研
究
は
、
主
と
し
て
レ
フ
ェ
レ
に
関
す
る
日
仏
比
較
法
研
究
と

い
う
よ
り
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
研
究
で
あ
る
。
比
較
法
研
究
の
前
提
と
し
て
、

外
国
法
上
の
制
度
の
的
確
な
研
究
が
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る

が
、
外
国
法
研
究
に
あ
た
り
比
較
法
的
な
問
題
意
識
が
必
要
と
さ
れ
る
こ

と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
本
論
文
に
は
こ
の
点
が
必
ず
し
も
明
確
に
示
さ

れ
て
い
る
と
は
云
い
難
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
「
緊
急
性
」
の
要
件
の
検
討
は
我
が
国
の
仮
処
分
に

お
け
る
保
全
の
必
要
を
考
察
す
る
場
合
十
分
に
参
考
に
な
り
う
る
し
、
ま

た
、
「
本
案
殿
損
の
禁
止
」
「
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存
在
」
等
の
要
件
は
、

解
釈
論
上
も
仮
処
分
の
本
案
化
を
防
止
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
大
い
に
参

考
に
な
る
有
益
な
議
論
で
あ
る
と
い
え
る
。
か
よ
う
な
点
か
ら
考
え
る
と
、

レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
の
諸
要
件
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
本
研
究
が
右

比
較
法
的
な
要
素
を
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
3
　
本
研
究
を
通
し
て
、
新
民
訴
法
典
八
○
八
条
の
要
件
の
実
質
的
な
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内
容
が
、
あ
る
程
度
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
本
研
究
は
、
新
民

訴
法
典
八
O
八
条
の
発
令
要
件
と
の
関
係
に
お
い
て
、
そ
の
他
の
規
定
の

要
件
の
内
容
を
概
観
し
て
い
る
。
し
か
し
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
の
発
令
要

件
の
全
体
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
別
個
に
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項

前
段
お
よ
び
後
段
、
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
二
項
、
新
民
訴
法
典
一
四
五

条
の
各
規
定
に
所
定
の
要
件
の
内
容
に
つ
き
、
そ
の
内
容
を
解
明
す
る
こ

と
が
必
要
と
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
の
各
要
件
に
つ
い
て
は
、
細

部
に
お
い
て
争
い
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
と

お
り
で
あ
る
。

　
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
前
段
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
本
論
文
一
四
頁

に
示
さ
れ
た
破
殿
院
判
例
は
、
「
切
迫
し
た
損
害
」
の
要
件
に
関
し
て
、

明
か
な
違
法
性
を
要
求
し
た
上
で
、
そ
れ
相
当
の
異
議
が
存
在
し
て
も
、

明
ら
か
に
違
法
な
「
切
迫
し
た
損
害
」
は
存
在
し
う
る
と
し
て
、
そ
れ
相

当
の
異
議
の
不
存
在
の
要
件
を
不
要
と
考
え
て
い
る
が
（
一
一
〇
頁
・
一

四
頁
の
図
表
）
、
学
説
は
、
明
ら
か
な
違
法
性
を
不
要
と
解
し
た
上
で
、

そ
れ
故
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
違
法
性
に
つ
い
て
そ
れ
相
当
の
異
議
が

存
在
し
て
も
処
分
を
な
し
う
る
も
の
と
し
て
、
そ
れ
相
当
の
異
議
の
不
存

在
の
要
件
を
不
要
と
考
え
て
い
る
（
一
四
頁
の
図
表
の
≦
象
貫

ω
R
鉱
P
O
畠
鼻
Z
9
筥
き
α
）
。
す
な
わ
ち
、
切
迫
し
た
損
害
に
つ
い

て
は
、
違
法
性
が
要
求
さ
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
争
い
が
あ
る
。
果
た
し

て
、
こ
の
場
合
に
違
法
性
が
必
要
と
さ
れ
る
か
否
か
は
、
重
要
な
問
題
で

あ
る
と
言
え
る
。

　
新
民
訴
法
典
八
〇
九
条
一
項
後
段
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
「
明
ら
か
に
違

法
な
侵
害
」
の
要
件
に
つ
い
て
、
破
殿
院
判
例
は
、
侵
害
の
違
法
性
に
つ

き
そ
れ
相
当
の
異
議
が
存
在
し
て
も
、
な
お
明
ら
か
に
違
法
な
侵
害
が
あ

れ
ば
、
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
を
発
令
で
き
る
と
し
、
ま
た
、
今
日
、
新
民
訴

法
典
八
〇
九
条
一
項
の
文
言
上
も
そ
の
よ
う
に
解
し
得
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
な
お
、
最
近
の
学
説
の
中
に
は
、
違
法
性
に
つ
い
て
、
そ
れ
相
当
の

異
議
が
存
在
す
れ
ば
、
違
法
は
明
か
で
な
く
な
る
と
し
て
、
そ
れ
相
当
の

異
議
の
不
存
在
の
要
件
を
こ
こ
に
要
求
す
る
立
場
が
あ
る
（
一
〇
九
頁
、

ご
二
頁
の
図
表
の
Z
自
ヨ
き
鼻
評
霞
9
）
。
文
言
追
加
の
改
正
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
の
学
説
が
ど
の
よ
う
な
立
論
に
基
づ
い
て
異
論
を
唱
え

て
い
る
か
も
検
討
を
要
す
べ
き
問
題
と
言
え
よ
う
。

　
新
民
訴
法
典
一
四
五
条
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
今
日
、
証
拠
保
全
は
同
条

所
定
の
「
正
当
な
理
由
」
に
基
づ
い
て
レ
フ
ェ
レ
の
命
令
が
発
令
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
こ
に
「
正
当
な
理
由
」
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な
も

の
で
あ
る
か
は
、
さ
ら
に
別
個
の
検
討
を
必
要
と
す
る
。
レ
フ
ェ
レ
の
命

令
の
発
令
要
件
を
め
ぐ
る
論
議
の
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、

こ
れ
ら
の
検
討
が
続
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
言
え
よ
う
。

　
4
　
本
研
究
は
以
上
の
よ
う
な
問
題
点
を
か
か
え
な
が
ら
も
、
レ
フ
ェ

レ
制
度
の
特
色
を
我
が
国
の
制
度
と
の
比
較
に
お
い
て
指
摘
し
、
従
来
の

我
が
国
の
研
究
が
も
っ
て
い
た
視
座
の
偏
り
を
修
正
し
て
、
こ
れ
を
補
完

し
た
点
は
何
よ
り
も
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。
本
研
究
は
、
今
後
の
レ
フ

ェ
レ
研
究
に
基
礎
を
与
え
且
つ
そ
の
出
発
点
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
っ
て
、

今
後
は
我
が
国
の
レ
フ
ェ
レ
研
究
は
本
研
究
を
抜
き
に
し
て
考
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
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以
上
の
理
由
に
よ
り
本
研
究
が
博
士
（
法
学
）

十
分
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　
　
平
成
六
年
一
月
二
十
一
日

主
査

副
査

副
査

慶
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大
学
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学
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科
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大
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教
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法
学
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委
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学
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慮
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大
学
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学
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法
学
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科
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員
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一
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坂
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正
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